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計量の与えられた時空に於いて，その計量を不変とする運動群が引き戻しに依ってスカ

ラー場に作用する設定を通して時空上の線型偏微分作用素の不変性の概念を導入し，ユー

クリッド空間，ガリレイ時空，ミンコフスキ時空に於ける不変偏微分作用素の特徴付けを与

え，ヘルムホルツ作用素，ラプラス作用素，時間依存自由シュレディンガー作用素，クライ

ン・ゴルドン作用素，ダランベール作用素の時空運動群に依る理解を説明する．特に，ガリ

レイ不変性によって時間依存自由シュレディンガー作用素が特徴付けられる事を示し，自

由粒子の量子力学が古典力学的運動論の枠組で基礎付けられる仕組を詳述する．本講演は

中里弘道 早稲田大学 物理学科 教授との共同研究に基づくものである． 
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